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火
災
警
報
器
は
連
動
型
が
お
薦
め
！

第
十
一
期　
「
出
陣
式
」
に
お
い
て

株
式
会
社　

躍　

進　
　

代
表
取
締
役　

笠
井　

輝
夫

謹
啓　

時
下
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
躍
進
も
第
十
一
期
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ

れ
も
偏
に
皆
様
方
の
ご
尽
力
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
賜
物
で
あ
る
と
心
よ
り
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

現
在
、
世
の
中
は
百
年
に
一
度
の
金
融
危
機
、
世
界
同
時
不
況
の
真
っ
只
中
に
あ
り
ま

す
。
我
が
国
を
代
表
す
る
世
界
的
企
業
で
あ
る
ト
ヨ
タ
や
ソ
ニ
ー
で
す
ら
減
収
減
益
で
人

員
削
減
を
余
儀
な
く
さ
れ
非
常
に
厳
し
い
状
況
を
呈
し
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
大
変
な
時

代
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
変
と
い
う
字
は
「
大
き
く
変
わ
る
」
と
も
読
め
ま
す
。
今
年
は
ま
さ
に
変

革
の
時
な
の
で
す
。
そ
れ
は
ま
た
、
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
百
年
に
一
度
の
不
況
は

百
年
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
す
。
こ
う
い
う
激
動
の
時
代
な
の
で
、
改
め
て
原
点
に

立
ち
返
り
、
い
ま
自
分
が
居
る
場
所
を
、
そ
し
て
未
来
に
向
っ
て
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い

く
の
か
を
見
つ
め
、
い
わ
ば
人
生
の
棚
卸
を
す
る
時
期
な
の
で
は
な
い
か
と
も
実
感
し
て

お
り
ま
す
。

昨
年
は
「
共
感
・
連
帯
を
強
く
持
つ
よ
う
に
」
と
社
員
に
指
示
を
出
し
ま
し
た
。
今
年

は
こ
れ
に
「
結
束
と
絆
」
を
付
け
加
え
ま
す
。
上
っ
面
で
は
な
く
真
の
相
互
信
頼
関
係
を

築
き
上
げ
る
た
め
で
す
。
皆
さ
ん
と
共
感
し
会
っ
て
、幸
せ
を
掴
み
取
り
た
い
か
ら
で
す
。

本
当
の
愛
情
を
も
っ
て
接
し
て
い
く
と
い
う
の
は
、
言
葉
で
言
う
の
は
簡
単
で
す
。
愛

情
の
反
意
語
は
無
関
心
で
す
。
や
は
り
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
事
。
そ
れ
は
何
事
に
も
積

極
的
で
な
け
れ
ば
ダ
メ
。
そ
し
て
常
に
動
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

何
事
も
自
分
次
第
で
す
。
人
生
の
脚
本
家
は
自
分
、
そ
し
て
主
役
も
自
分
で
す
。

で
き
な
い
こ
と
を
外
部
環
境
や
人
の
せ
い
に
し
て
事
が
進
む
の
な
ら
こ
ん
な
ラ
ク
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
宅
の
着
工
棟
数
を
み
る
と
、
平
成
五
十
年
の
市
場
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
現
在
の
二
分
の

一
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
し
い
市
場
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
を
諦
め
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
社
員
は
み
な
私
の
武
器
に
な
っ
て
欲
し
い
。
今
期
は
そ
う
い

う
年
に
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
二
月
吉
日

真の相互信頼関係
共感・連帯・結束・絆　変革の時代を乗り切るため

を築き
上げる！

躍 進
第11期
出陣式
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これ であらゆることをお客さまに理解してもらえる

躍進のお役立ちシートお役立ちシート
1枚

Vol.2
火災警報器は
連動型がお薦め！

い
よ
い
よ
、
工
務
店
さ
ま

の
お
客
さ
ま
の
家
に
も
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

新
築
住
宅
に
関
し
て
は
、

既
に
平
成
十
八
年
六
月
一
日

か
ら
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
既
存
住
宅
に

関
し
て
も
、
遅
く
と
も
平
成

二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
ま

で
に
は
設
置
を
完
了
さ
せ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

適
用
日
や
設
置
場
所
も
各
市

町
村
条
例
で
定
め
ら
れ
、
地

域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
（
社
）
日
本
火
災

報
知
機
工
業
会
の
サ
イ
ト
＝

h
ttp
://w

w
w
.k
ah
o.or.jp

に
ア
ク
セ
ス
し
て
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

火
災
警
報
器
に
は
寝
室
、

階
段
に
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
る
「
煙
式
」
と
、
キ
ッ
チ

ン
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
「
熱

式
」が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

住
宅
性
能
表
示
の
火
災
安
全

性
能
で
も
各
等
級
に
よ
っ
て

設
置
場
所
や
種
類
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
（
左
表
参
照
）。

お
値
段
は
一
個
当
り
四
千

円
台
か
ら
一
万
円
台
で
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
で
す
が
、
躍
進
が

お
薦
め
す
る
の
は
、
何
と

言
っ
て
も
連
動
型
で
す
。
下

図
に
も
あ
る
よ
う
に
、
火
災

が
発
生
し
た
場
合
、
接
続
さ

れ
た
す
べ
て
の
警

報
機
が
鳴
る
た

め
、
お
年
寄
や
小

さ
な
子
供
が
い
る

部
屋
で
火
災
が
発

生
し
て
も
安
心
。

取
り
付
け
な
ど
詳

し
く
は
躍
進
ま
で

お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

設計事業

不動産事業

不動産の資産価値を高めるための
総合プロデュースを担う

キーワードは「再活」
（再生・活用）

〒337-0043　埼玉県さいたま市見沼区中川244-4
TEL048（688）6111　FAX048（680）7615株式会社ヤクシンジャパン

○不動産売買・仲介
・リニューアル（プランニング・施工）
○不動産再活（再生・活用）
○コンサルティング業務
目的：資産価値の最大化、相続対策、
資産運用、事業継承対策、Ｍ＆Ａ、住
宅ローンアドバイザー、不動産管理

○ファイナンシャルプランニング
○提携先
弁護士、公認会計士、税理士、司法
書士、ファイナンシャルプランナー（Ｃ
ＦＰ、ＡＦＰ）

○設計
○商業施設・プロデュース
○インテリアコーディネーター
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工務店・ビルダーのナビゲーター 工務店・ビルダーのナビゲーター 

　秋野弁護士の新刊 

「住宅建築のトラブル回避＆解決」 
　好評発売中　　　￥1600（税込） ！！ 

さ
き
ご
ろ
住
宅
・
不
動
産

活
性
化
の
た
め
の
緊
急
対
策

を
発
表
し
た
国
土
交
通
省

は
、
工
務
店
等
建
設
業
者
の

経
営
力
を
強
化
す
る
た
め
に

「
建
設
業
緊
急
相
談
窓
口
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

工
務
店
が
直
面
し
て
い
る

経
営
課
題
に
専
門
家
が
解
決

の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
も
の
で
、
主
な
経
営
相
談

の
内
容
は
、
①
経
営
改
善
計

画
策
定　

②
財
務
戦
略　

③

収
益
性
改
善　

④
連
鎖
倒
産

回
避
等
で
す
。
融
資
の
申
込

み
や
書
類
の
申
請
等
は
支
援

の
対
象
外
で
す
。

弁
護
士
や
会
計
士
等
の
専

門
家
が
相
談
に
応
じ
、
場
合

に
よ
っ
て
は
現
地
を
実
際
に

訪
問
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
も
行

い
ま
す
。
相
談
費
用
は
無
料

で
す
。

経
営
相
談
は
、（
財
）
建

設
業
振
興
基
金
の
建
設
業
総

合
相
談
受
付
窓
口
「
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
」
と
も
連
動
し
て
い
ま

す
。
相
談
窓
口
の
設
置
は
三

月
十
九
日
（
木
）
ま
で
で
す
。

ほ
か
に
資
金
繰
り
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
健
全
な
事
業

を
営
ん
で
い
る
住
宅
・
不
動

産
事
業
者
等
に
対
し
て
、
日

本
政
策
金
融
公
庫
の
危
機
対

応
円
滑
化
業
務
を
通
じ
た
資

金
融
資
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ユ
ー
ザ
ー
向
け
に

は
住
宅
金
融
支
援
機
構
の

「
優
良
な
住
宅
取
得
支
援
制

度
」
に
お
い
て
、
既
存
住
宅

の
場
合
の
要
件
を
緩
和
し
て
、

①
リ
フ
ォ
ー
ム
後
の
性
能
審

査　

②
高
齢
者
の
居
住
等
の

段
差
解
消
や
手
す
り
設
置
な

ど
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

ま
と
め
る
と
と
も
に
、
住
生

活
基
本
法
に
基
づ
く
住
生
活

基
本
計
画
（
全
国
計
画
）
の

変
更
案
を
了
承
し
ま
し
た
。

全
国
計
画
の
変
更
案
に
つ
い

て
は
広
く
意
見
を
聴
衆
し
た

後
、
関
係
行
政
機
関
の
長
と

の
協
議
を
経
て
、
三
月
中
旬

に
閣
議
決
定
す
る
予
定
で
す
。

住
生
活
基
本
計
画
（
全
体

計
画
）
で
新
た
に
加
え
ら
れ

る
の
は
、
社
会
経
済
情
勢
の

急
激
な
変
化
に
対
応
し
た
緊

急
的
か
つ
重
点
的
な
対
策
と

し
て
、
①
長
期
優
良
住
宅
の

普
及
促
進　

②
リ
フ
ォ
ー
ム

の
促
進
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

リ
フ
ォ
ー
ム
の
促
進
の
う

ち
重
点
課
題
と
し
て
あ
げ
て

い
る
の
は
、「
省
エ
ネ
改
修
」

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
」「
耐

震
改
修
」
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
対
策
を
講
じ
た
住
宅
の
比

率
を
高
め
る
こ
と
を
求
め
て

い
ま
す
。

高
齢
者
対
策
と
し
て
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、
①
廊
下

の
拡
幅　

②
階
段
の
勾
配
の

緩
和　

③
浴
室
改
良　

④
便

所
改
良　

⑤
手
す
り
の
設
置 

⑥
屋
内
の
段
差　

⑦
出
入
り

口
の
戸
の
改
良　

⑧
床
表
面

の
滑
り
止
め
化
等
で
、
高
齢

者
の
状
況
に
合
わ
せ
て
必
要

な
工
事
を
総
合
的
に
実
施
す

る
よ
う
に
求
め
て
い
ま
す
。

工
務
店
経
営
支
援
へ

３
月
１９
日
ま
で 

緊
急
相
談
窓
口
を
開
設

「
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

住
宅
政
策
の
あ
り
方
」
に
つ

い
て
審
議
を
し
て
来
た
社
会

資
本
整
備
審
議
会
住
宅
宅
地

分
科
会
が
こ
の
ほ
ど
答
申
を

４月１日から改正省エネ法が施行されます。今回
より、外皮プラス住宅設備機器の省エネルギー量も
評価されます。戸建てでは年間150棟以上の建売
を実施している業者で、建築延床面積が300㎡以
上の建築物が対象になっています。
改正ポイントは、断熱性能に加えて、空調設備（暖
冷房・換気）や照明設備・給湯設備、太陽光発電等
の省エネ評価に加えて、一次エネルギー（ガス・石
油や電気等）消費量の目標水準を設定し、それを下
回るようにしようということです。
目標水準とは、
①５年後の目標である「基準一次エネルギー消費量」
は気候条件に応じた地域区分ごとに暖冷房方式、換
気方式を考慮して定めるものとし、現行の省エネル
ギー判断基準（平成11年基準＝次世代省エネ基準
のこと）を満たす外壁、窓等を有する住宅（平成
20年時点における一般的な設備の設置を想定）に
おける一次エネルギー消費量と比べて、概ね10％
の削減に相当する水準のことです。ちなみに、「平
成20年時点における一般的な設備の設置を想定」
とは、家電トップランナー制度に位置付けられ、今
後の効率向上が確実なものと見込まれるエアコン
ディショナーについては、家電トップランナー制度
上の目標値を設定しています。
②または、現在供給されている一般的な建売戸建住
宅の断熱性能である平成４年規準＝新省エネ基準の
住宅における一次エネルギー消費量と比べ、全館連
続冷暖房の場合は約30％減、部分間欠冷暖房の場
合は約15～20％減に相当する水準です。
さらに、その省エネ対策を届出するとともに、そ
の維持保全状況を定期的に報告させようとしたこと
です。
今度の改正では建築基準法のからみで換気量の確
保や気密性の確保についての規定は削除されまし
た。その他、戸建住宅における玄関ポーチなど小規
模な「はね出し床」は、面積の大小に拘らず一般的
な床とみなしました。また、小窓については断熱構
造化規定からはずしました。

建設業緊急相談窓口

㈱日本総合研究所　総合研究部門内
窓口直通　TEL 03・3288・4792　
　　　　　FAX同 4691
E-mail：toyoda.norikazu@jri.co.jp
URL ： http://www.jri.co.jp/press/

press_html/2008/090119.html

２
０
０
年
住
宅
、
省
エ
ネ
改
修
等

重
点
対
策
に
位
置
づ
け

4月1日施行 改正省エネ法のポイント4月1日施行 改正省エネ法のポイント
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躍進では数々の商品を常時取り揃えております お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
相
談
下
さ
い

本社・埼玉中央営業所　〒337-0043 埼玉県さいたま市見沼区中川244-4 TEL048（688）3388　FAX048（680）7615
URL　http://www.yakushin.jp　E-mail　yakushin-no1@nifty.com

■防　水
■木材保存
■外壁・屋根
■塗　装
■地盤調査・改良
■基礎・スーパーエアドーム工法
■建て方・大工
■リニューアル・リフォーム

工事事業

■プレカット事業
■建て方
■大工工事

プレカット事業

■タイル
■石
■手摺り
■ガラス

建材事業

■セキュリティ-マイロック
■生ごみ処理機（ディスポーザー）
■家庭用浴水循環浄化システム
■浄・活水器

販売事業

■建築石材
■タイル
■洗面浴室製品
■木製フローリング
■木製建具
■家　具
■キッチン

輸入事業

■設　計
■商業施設
■インテリアコーディネーター

設計事業

関連会社 （株）ヤクシンジャパン

■不動産売買・仲介
■不動産再活（再生・活用）・リニューアル（プランニング・施工）
■ファイナンシャルプランニング
■コンサルティング業務
 目的／資産価値の最大化／相続対策／資産運用

 ／事業継承対策／Ｍ＆Ａ／住宅ローンアドバイザー
 ／不動産管理
■提携先
　弁護士／公認会計士／税理士／司法書士／
　ファイナンシャルプランナー（ＣＦＰ・ＡＦＰ）

不動産事業

太
陽
光
発
電
の
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
も
ち
ろ
ん
エ
コ

と
省
エ
ネ
に
他
な
り
ま
せ

ん
。
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー

タ
ー
や
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
と
併

用
し
て
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
な

オ
ー
ル
電
化
住
宅
を
実
現
す

る
た
め
に
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
で
す
。

し
か
し
、最
大
の
弱
点
は
、

屋
根
へ
の
荷
重
負
担
増
と
、

著
し
く
美
観
を
損
な
う
点
に

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
躍
進
が
お
薦
め
す

る
の
が
「
美
し
く
発
電
す
る

屋
根
」
を
実
現
す
る
世
界

シ
ェ
ア
二
位
の
実
績
を
誇
る

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
『
エ

コ
ロ
ニ
ー
』
で
す
。

下
の
図
と
写
真
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
屋
根
に
フ
ラ
ッ
ト

に
納
ま
っ
た
パ
ネ
ル
は
ま
っ

た
く
違
和
感
が
な
く
、
周
囲

の
景
観
に
も
自
然
に
溶
け
込

ん
で
い
ま
す
。

一
枚
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
面
積

が
小
さ
く（
〇
・
四
㎡
／
枚
）、

設
置
枚
数
も
二
枚
単
位
。
寄

棟
屋
根
へ
の
対
応
も
柔
軟
で

す
。
ま
た
、
和
瓦
や
平
板
瓦

と
の
組
み
合
わ
せ
施
工
が
で

き
る
自
由
度
も
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
切
妻
は
も
ち
ろ
ん
寄
棟

な
ど
、
屋
根
形
状
に
幅
広
く

対
応
す
る
う
え
に
、
屋
根
面

を
エ
コ
ロ
ニ
ー
テ
イ
ス
ト
で

美
し
く
統
一
す
る
「
エ
コ

シ
ェ
イ
プ
」
も
用
意
し
て
あ

り
ま
す
（
写
真
左
上
）。

性
能
と
美
し
さ
を
同
時
に

達
成
す
る
『
エ
コ
ロ
ニ
ー
』

に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い

方
は
躍
進
ま
で
お
気
軽
に
ご

連
絡
下
さ
い
。

美観 を 守るなら やっぱり屋根一体型
世界シェアNo.2の
太陽光発電システム
世界シェアNo.2の
太陽光発電システム
世界シェアNo.2の
太陽光発電システム

美しく発電する
屋根を実現します!!


